
記載例　　　　　令和 ● 年

漁業権番号 区第〇号 漁業権者
漁業権行使権

者数
（延べ人数）

15

漁業の名称
組合員

行使権者数
（人）

収穫数量 単位

のり養殖 5 13000 枚

わかめ養殖 5 539 ㎏

こんぶ養殖 4 0 ㎏

二枚貝漁業（まがき） 0 ㎏

二枚貝漁業（いわがき） 1 155 ㎏

0 ㎏

　　【漁場改善計画に基づく取組】

のり：①採苗時の芽付きは、顕微鏡100倍１視野で●個以下。②適正養殖可能数量は○○○柵を超えない。③病害が発生した
網は速やかに撤去し、さらにまん延するおそれがある時は一斉撤去等の対応策を検討。④外部から種苗を導入する場合は、健
全性が証明されているものに限る。

報告対象期間 令和〇年９月１日から令和●年８月31日まで

いかだ式、はえなわ式

いかだ式、はえなわ式

（漁業権の内容でない）

垂下かご式

　(3)　その他の取組

地元小学生向けにわかめ種付け・刈り取り体験会を実施。飲食店・小売業者向けに試食会を実施。

２　漁場の活用の状況

○○漁業協同組合（◆◆支所）

備　　考

浮流し式、ひび建て式

わかめ、こんぶ：①食害生物（あいご、くろだい）から保護する網の設置。②養殖密度を抑えて十分な生長を確保。

　区画漁業権　資源管理等の状況報告書

１　資源管理の状況等
　(1)　漁業権行使規則の取組実績

漁業権行使規則は遵守されている。

　(2)　適正かつ持続的な養殖のために実施している取組

一人当たりの縄、柵、かごなどの設置数を規制している場合には、その遵守状況等を記載。

区画漁場利用に関する説明会、違反への指導や処分を実施した場合は、その旨を記載。

養殖に直接かかわる取組を記載。食害生物の防除、適正養殖密度の確保、品質向上のための

技術研修や視察、研究機関・普及指導員との協力した取組などについて記載。

養殖に直接関係しない取組を記載。

販売促進や、地域住民への普及活動、朝市やイベントの開催などについて記載。

行使権を持つ組合員の「延べ」人数

例：のり５人、わかめ１２人の場合、計１７人

養殖の種類ごとに足し合わせる

養殖の種類ごとの従事している組合員数を記載。

単位は必要に応じて

養殖の方法を記載。

漁業権の対象外の場合は、漁業権の内

容でない旨を記載。

また、食害・災害等のために、特に収穫

量が減少した場合は、その旨記載。

漁場改善計画を定めている場合は、その内容の概要を記載。

予備欄

様式ファイルはHPからダウンロードしてください http://www.pref.kanagawa.jp/docs/kb2/gyogyouken_houkoku.html

支所ごと、地区ごとに報告する場合は支所名・地区名まで記載。

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/kb2/gyogyouken_houkoku.html

